
情報誌 

ホームページアドレス http://www.vill.takagi.nagano.jp/　電子メールアドレス info@vill.takagi.nagano.jp

今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・平成２４年度当初予算について  …２～５面

　・新しい補助制度の紹介  ………６・７面

　・介護保険料が変わりました  ……８面

　・後期高齢者医療制度  ２４・２５年度保険料率  …９面

　・新年度  役場職員配置  ………１０・１１面

　・学校共同調理場が完成  …………１２面

■ 椋鳩十記念館・図書館だより  …１６面

■ 学校だより　第二小学校  ……１７面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１８面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１９面

■ くりんネットたかぎ  ………２０面

（関連記事：１２面掲載）

5
May

2012

４月２日 喬木村学校共同調理場開所式４月２日　喬木村学校共同調理場開所式
第一小学校グランド北側に共同調理場が移転し、開所式が行われました。第一小学校グランド北側に共同調理場が移転し、開所式が行われました。

郡下では初めてのオール電化調理場で、アレルギー食にも対応しています。郡下では初めてのオール電化調理場で、アレルギー食にも対応しています。
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広 報 
村の人口　6,566人（－37） 

　 男　 　3,183人（－24） 

　 女 　　3,383人（－13） 

　世帯数 　2,044戸（－７） 

（平成24年４月１日現在） 2012・5 第323号 

編集　企画財政課／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

を
取
り
巻
く
様
々
な
状
況
に
対
応

し
、
リ
ニ
ア
や
三
遠
南
信
自
動
車

道
の
開
通
な
ど
将
来
を
見
据
え
、

未
来
の
開
け
た
村
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
に
主
眼
に
お
い
た
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
切

な
財
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
各
事
業
に
つ
い
て
は
「
選
択

と
集
中
」
の
考
え
方
に
よ
り
厳
選

し
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

前
年
度
よ
り
七
千
万
円
、二
・
三
％

　

平
成
二
四
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
、
三

月
二
一
日
村
議
会
本
会
議
に
お
い

て
可
決
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

（
表
1
参
照
）

　

平
成
二
四
年
度
は
、
第
四
次
喬

木
村
総
合
振
興
計
画（
後
期
計
画
）

の
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
後
期
計

画
の
目
標
は
、「
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
村
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
目
標
に
基
づ
い
て
、
村

減
の
総
額
三
〇
億
円
と
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
近

年
の
平
均
的
な
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。
二
三
年
度

か
ら
二
四
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
て
い
る
二
億
八
千
三
〇
九

万
六
千
円
を
あ
わ
せ
た
実
質

的
な
予
算
で
は
、
約
三
二
億

八
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度

に
引
き
続
き
積
極
的
な
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
六
会
計

の
合
計
で
は
、
一
八
億
四
千

五
五
〇
万
円
、
対
前
年
比
一
・

六
％
の
増
と
し
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
で
は
、
前
年
比
〇
・

八
％
減
の
四
八
億
四
千
五
五

〇
万
円
と
な
り
ま
す
。

■
歳
入
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　

村
税
収
入
は
、
景
気
低
迷

等
の
影
響
か
ら
前
年
比
六
・
七

大規模改修予定の特養喬木荘

一般会計・特別会計　当初予算額
単位：千円

前年対比(%)比　較平成23年度平成24年度

97.7▲70,0003,070,0003,000,000一 般 会 計

105.530,000548,000578,000国民健康保険特別会計

特
別
会
計

101.91,20062,30063,500後期高齢者医療特別会計

102.718,000669,000687,000介 護 保 険 特 別 会 計

95.1▲8,000163,000155,000村 営 水 道 特 別 会 計

96.1▲12,000305,000293,000下 水 道 特 別 会 計

100.0069,00069,000農業集落排水特別会計

101.629,2001,816,3001,845,500特 別 会 計 合 計

99.2▲40,8004,886,3004,845,500予 算 総 額

％
減
の
四
億
三
千
万
円
、
地
方
交

付
税
は
前
年
並
み
の
一
四
億
一
千

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
地
方
交

付
税
収
入
は
歳
入
の
四
七
％
を
占

め
、
引
き
続
き
村
の
最
大
の
収
入

源
と
な
っ
て
お
り
、
国
政
の
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
財
源
不
足
分
を
補
う
た
め
、
公

共
施
設
整
備
基
金
等
二
億
七
千
万

円
を
繰
入
金
と
し
て
計
上
す
る
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

■
歳
出
（
グ
ラ
フ
2
・
3
参
照
）

　

昨
年
の
三
月
一
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
想
像
を
絶
す

る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多

く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
住

民
の
皆
様
の
「
安
全
と
安
心
」
の

確
保
に
努
め
、
災
害
に
強
い
村
を

目
指
し
、
防
災
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
て
い
ま

す
。「
デ
ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
行
政

無
線
整
備
」、「
水
・
食
糧
な
ど
非
常

備
蓄
品
の
確
保
」、「
村
内
５
カ
所
で

＊上記に加え平成23年度から24年度に繰り越された予算：一般会計3事業　283,096千円

表１

～社会の変化に対応できる村づくり、地域づくりを目指して～

 平成24年度一般会計予算 

30億円（前年比 ▲2.3％）
 リニア時代を見据え、災害に強い地域づくり、人口減少社会への対応 

予算総額
48億4,550万円
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村　税 
431,119 
14.4%

村　税 
462,119 
15％ 

議会費  53,306  1.8%

総務費 
419,158 
14%

総務費 
412,607 
13%

民生費 
966,773 
32.2%

民生費 
847,317 
28％ 

衛生費 
192,047 
6.4%

農林水産業費 
181,198  6%

農林 
水産業費 
203,270 
7％ 

商工費 
16,689  0.6％ 

土木費 
372,084 
12.4%

消防費 
189,126 
6.3%

教育費 
337,661 
11.3%

教育費 
316,595 
10%

災害復旧費  400  0%

土木費 
426,601 
14％ 

消防費 
181,692  6％ 

公債費 
257,650 
8.6%

公債費 
385,071 
12%

予備費等  13,908  0.5%

譲与税・交付金等 
104,501　3.5%

地方交付税 
1,410,370 
47%

地方交付税 
1,406,570 
46％ 

分担金及び負担金 
87,247 
2.9%

国県支出金 
298,367 
9.9%

国県支出金 
397,850 
13%

繰入金 
274,982 
9.2%

村　債 
177,500 
5.9%

繰入金 
224,167 
7％ 

村　債 
166,000 

5％ 

その他 
215,914 
7.2%

【単位：千円】 

23年 

24年 

23年 

24年 
人件費 
612,908 
20.4%

人件費 
608,670 
20%

物件費 
489,916 
16.3%

物件費 
524,349 
17%

維持補修費 
74,909  2.5%

扶助費 
315,896 
10.5%

扶助費 
326,344 
11%

補助費 
353,595  11.8％ 

補助費 
421,110 
14％ 

普通建設事業費 
395,450 
13.2%

普通建設事業費 
349,697 
11%

災害復旧 
事業費 
400 
0.0%

公債費 
257,650 
8.6%

公債費 
385,071 
13%

積立金 
4,123  0.1%

投資及び出資金 
0  0%

繰出金 
481,246 
16%

繰出金 
393,810 
13%

予備費 
13,907  0.5%

23年 

24年 

基金・村債の状況

各年度末　単位：百万円

２4年度
（見込）

２３年度
（見込）

２２年度２１年度２０年度１９年度【基金残高】
2,5032,7743,0682,8102,7612,692一 般 会 計

198222221221184124特 別 会 計

2,7012,9963,2893,0312,9452,816基金合計

２4年度末
（見込）

２３年度末
（見込）

２２年度末２１年度末２０年度末１９年度末【村債残高】
2,3462,3912,7152,6702,7432,917一 般 会 計

2,4482,6072,7742,9593,1023,193特 別 会 計

4,7944,9985,4895,6295,8456,110村債合計

の
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」、

「
保
育
園
児
用
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

整
備
」等
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、
健
康
増
進
や
施

設
・
在
宅
介
護
の
充
実
を
図
り
、

定
住
人
口
の
確
保
へ
の
取
り
組
み

を
拡
大
し
ま
す
。
特
養
喬
木
荘
の

大
規
模
改
修
や
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
補
助
、
村
民
バ
ス
六

五
歳
以
上
以
上
無
料
化
、
出
産
祝

い
金
及
び
住
宅
新
築
補
助
金
の
増

額
等
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
二
四
年
度
の
特
徴

あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
基
金
・
村
債
の
状
況

　
（
表
2
・
グ
ラ
フ
4
参
照
）

表２

2,000 

2,200 

2,400 

2,600 

2,800 

3,000 

3,200 

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 
（見込） 

24年度 
（見込） 

村債残高 

基金残高 2,917

2,692

2,761

2,743

2,810

2,670

3,068

2,715 2,774

2,391

2,503

2,346

グラフ4

 応募受け付け中� 

喬木村活性化創造支援金事業
　村では、喬木村活性化創造支援金事業を次のとおり募集し
ています。地域を活性化するために創造あふれる多くの事業
の応募をお待ちしています。

◯募集期間　４月１６日（月）～５月３１日（木）
◯対象事業
住みよい地域社会を目指し、特色ある創造的な地域づく
りと活性化を目的に、自らの知恵と工夫により自主的、
主体的に取り組む創造的な事業

　＊平成23年度に採択された事業
　　・富田二本松33番観音案内看板等設置事業
　　・栗焼酎ラベル作成及び商標登録事業
　　・伝統芸能保存・継承DVD制作事業等
◯補助金限度額　
　�ソフト事業　３０万円（対象事業費の１０／１０以内）
　�ハード事業　５０万円（対象事業費の２／３以内）
◯事業対象団体
　（１） 村内の行政区
　（２） 公共的活動又は地域の活性化に取り組む団体
＊応募方法やその他詳細は、
　企画財政係（�３３－５１２９）までお問い合わせください。

予　算　額

グラフ1

グラフ3 グラフ2

い
て
は
、
公
共
施

設
整
備
に
よ
り
基

金
は
減
少
が
見
込

ま
れ
る
一
方
、
村

債
に
つ
い
て
も
繰

上
げ
償
還
を
積
極

的
に
進
め
、
減
少

傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
予
想

さ
れ
る
大
型
事
業

に
備
え
、
基
金
・

村
債
残
高
に
配
意

し
た
財
政
運
営
を

行
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
つ

歳　入

歳　出【性質別】 歳　出【目的別】

一般会計
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　　　第4次喬木村総合振興計画（後期計画2年目）

3・11東日本大震災の教訓や、人口減少社会への着実な対応を図るため

平成24年度予算の特徴ある事業について
�　福祉・保健・医療

地域で支えあい、温もりと安らぎが体感できるむらづくり

○介護保険制度の活用と福祉サービスの充実
　・特養喬木荘大規模改修 新規 1億 881万円
短期入所の要望に応え、ショートステイを5床増やし15床とするほか、施設の大規模
改修を行います

○予防活動の推進
　・高齢者肺炎球菌予防接種補助 新規 187万円
肺炎球菌予防接種を受けた75歳以上の高齢者に5,000円を補助します

�　社会基盤

人と人、地域と地域の絆が深まるネットワークづくり

○幹線道路・生活関連村道
　・村道7号線改良工事完成  2,450万円
大和知－氏乗間の改良工事が今年度完了します

○高齢者・障害者等の交通手段の確保
　・65歳以上、村民バス無料化 新規 10万円
65歳以上の方の村民バス利用料を無料にします（村内区間に限る）

○定住確保のための環境整備
　・住宅新築補助金の増額 拡充 1,000万円
村内に新たに宅地を求め住宅を新築される方への補助金を25万円から50万円に倍増し
ます　また、住宅用地取得補助金の対象を村内移住者にも拡大します

　・五反田宅地（4区画）の分譲
昨年度造成工事を行った阿島北、五反田地区の宅地4区画の分譲を行います

�　生活環境

環境にやさしく、安心・安全に暮らせるむらづくり

○防災体制の充実
　・非常備蓄品(食糧・水)の確保 拡充 107万円
　・雨量観測システム整備(5箇所) 新規 416万円
　・行政データ遠隔地バックアップ 新規 176万円
　・帰牛原消防センター建設 新規 4,200万円
　・保育園児用防災ヘルメット整備 新規 30万円
　・防災拠点整備補助制度（村単）の拡充 拡充
3・11東日本大震災の教訓や、頻発するゲリラ豪雨に対応するため、各種防災体制の充
実を計画的に進めます

　・消防団員優遇措置交付金の増額 拡充 180万円
火災ばかりでなく、災害発生時の地域の力となる消防団員の確保に向け、昨年度新設
した優遇措置交付金を倍増します（年1万円）

○地球温暖化・環境汚染・公害防止対策、環境美化の推進
　・太陽熱温水器補助(上限5万円） 新規 30万円
　・太陽光発電補助（0円システム対応)対象拡大 拡充 300万円
自然エネルギーの利用を促進するため、太陽光発電補助の対象を拡大するとともに、
太陽熱温水器補助を新設します

　・合併浄化槽改修、更新補助 新規 240万円
合併処理浄化槽も設置から20年以上が経過してきたこととから、大規模改修や更新費
用の補助を新設します
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�　産　業

交流の輪をひろげ、たくましく躍動するむらづくり

○有害鳥獣対策の推進
　・猟友会補助金の増額 拡充 15万円
村内16kmの鳥獣害防護柵内の捕獲を進めるため、猟友会活動支援の補助を増額します

○地元企業の育成と起業支援
　・住宅リフォーム補助金 新規 300万円
村内商工業者の支援を進めるとともに、災害に強く、高齢者も暮らしやすい居住環境
を確保するため、住宅改造補助を新設します（上限20万円・高齢世帯25万円）

　・企業誘致東京事務所負担金 新規 66万円
村内への企業誘致を進めるため、広域の市町村と共同で東京に事務所を開設します

　・信用保証料枠の増額 拡充 678万円
経済状況に応じて需要が拡大する村内企業の資金調達を支援するため、信用補償料の
枠を倍増します

○活性化組織の育成と連携強化
　・NPOたかぎの組織、運営見直し 見直し
あり方検討委員会の提言を受け、NPO法人の組織や運営の見直しを行います

�　教育・文化

椋の里で未来を切り拓く、心豊かな人づくり

○教育基盤の整備と教育環境の充実
　・第一小改良工事(旧調理場ほか） 拡充 782万円
　・第二小改良工事(遊具ほか) 拡充 440万円
　・中学校改良工事（防火扉ほか） 拡充 1,736万円

　・教育委員会、シンクライアントシステム導入 新規 592万円
学校現場からの情報漏洩等に対処するため、新しい情報管理システムを導入します

○保育体制の充実
　・中原児童公園、遊具設置 新規 500万円
　・こども学遊館改良工事（日除けほか） 拡充 258万円
　・中央保育園改良工事（屋根工事ほか） 拡充 1,654万円

○子育てを支援する仕組みづくり
　・出産祝い金の増額 拡充 630万円

○施設及び組織の充実
　・福祉センター改良工事（多目的ホールエアコンほか） 拡充 735万円
　・中央社会体育館改良工事（床塗り替えほか） 拡充 297万円

○7,000人の椋文学の里づくり
　・椋記念館、図書館　20周年記念誌制作 新規 31万円

�　行財政・住民参加

人にやさしく、人が支えあい、人を生かしたむらづくり

○広域行政の推進
　・北部総合事務組合、火葬場対応 拡充 412万円

○住民の行政参画機会の確保
　・集落支援員制度導入 新規 168万円

○男女共同参画の推進
　・男女共同参画5か年計画策定 新規 27万円
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平成24年度から始まる

喬木村の新しい補助制度をご案内します

住宅リフォーム補助金　【新設】
目　　的 �住民の皆さんの居住環境向上と、村内建設業者の支援による地域経済の活性化を図るため

対  象  者 �村内在住で、税や利用料等の滞納のない世帯

対象住宅 �個人住宅、又は店舗等の併用住宅の個人住宅部分

対象工事 �耐震改修（家具転倒防止器具設置を含む）

 �バリアフリー改修（床段差解消、手すり設置等）

 �住宅長寿命改修（壁、屋根、窓、畳、ふすま等の取替等）

 �水洗化工事（トイレ、台所、風呂場等の水回り改修）

 �増築工事

 　※国、県、村の他の補業を受けたものは対象外

施工業者 �村内に本店を有する法人、又は住所を有する個人事業者

補  助  額 �20万円以上の工事の1／4以内（千円未満切り捨て）

 �上限20万円（65歳以上のみの世帯は上限25万円）

対象期間 �平成24年4月1日から平成27年3月31日までの3年間

 　※期間中に補助を受けられるのは、1世帯1回限り

担  当  係 �ふるさと振興課　ふるさと支援係（�33－5127）

住宅用太陽熱温水器設置補助金　【新設】
目　　的 �自然エネルギーの利用拡大による、地球環境に配慮した生活の奨励

対  象  者 �村内在住で、税や利用料等の滞納のない世帯

対象工事 �住宅用太陽熱温水器設置工事（平成24年4月1日以降）

補  助  額 �設置工事費の1／3以内

 �上限5万円（千円未満切り捨て）

 　※1世帯1回限り

担  当  係 �ふるさと振興課　ふるさと支援係（�33－5127）

合併処理浄化槽更新、修繕補助金　【新設】
目　　的 �合併浄化槽の適正管理を維持することにより、水環境の保全を図る

対　　象 【更新補助金】�設置から20年を経過し、設置業者が修繕不能と認めたもの

補  助  額 【更新補助金】�更新設置に相当する額の8／10以内（千円未満切り捨て）

 �上限100万円（10人槽の場合）

 　※修繕補助金などの詳細は担当係にご相談ください

担  当  係 �建設課　下水道係（�33－5122）
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高齢者肺炎球菌予防接種補助金　【新設】
目　　的 �高齢者の肺炎発症の主原因である肺炎球菌の感染を予防し、高齢者の健康を守る

対  象  者 �村内在住の後期高齢者被保険者

補  助  額 �5,000円（※1人1回）

申請方法 �詳細については、後日、対象者に個別通知でお知らせします

担  当  係 �住民課　保険係（�33－5125）

村民バス65歳以上無料化　【新設】
目　　的 �高齢者の移動手段の確保と、交流による生きが

い対策の充実

対  象  者 �村内在住の65歳以上の住民

補助内容 �村民バスの村内区間を無料で利用出来る

　　　　　　　無料券（パス）を発行する

申請方法 �役場担当係に申請（電話申請　可）

担  当  係 �総務課　庶務係（�33－5120）

住宅用太陽光発電システム設置補助金　【拡充】
対象工事 �【拡充部分】おひさま進歩エネルギー㈱による

　　　　　　　　　　 　住宅用太陽光発電装置（おひさま0円システム）設置工事を補助対象に追加

住宅新築補助金　【拡充】
補助金額 【拡充部分】　�25万円　→　50万円

住宅用地取得補助金　【拡充】
対  象  者 【拡充部分】　I・Uターンの方　→　村内在住者も補助対象に追加（相続・贈与は除く）

担  当  係 �ふるさと振興課　ふるさと支援係（�33－5127）

出産祝い金支給制度　【拡充】
補  助  額 【拡充部分】 �第１子　５万円

  �第２子　５万円　→　１０万円

  �第３子　３０万円

 　　　　　　�第４子　３０万円　→　４０万円

 　　　　　　�第５子　３０万円　→　５０万円

担  当  係 �住民課　福祉係（�33－5123）
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65歳以上の方の介護保険料が変わりました
　介護保険制度は、介護が必要となった方や介護する家族が安心して自立した生活を送れるように、社会全体で支

えていこうとする制度です。３年に１度、制度内容や保険料の見直しを行います。平成２３年度はその見直しの年に

あたり、高齢者福祉懇話会で検討の結果下記の通り保険料を改定することになりました。

介護保険料基準額の改定

平成24年３月まで

3,900円（月額） �
平成27年３月まで

4,800円（月額）

●収入の少ない方に配慮した保険料の率を設定しました。

　保険料基準額が上昇する中で、収入の少ない方の負担を軽くするため、前年度までの第４段階（基準額）を細分

化し、所得段階区分をこれまでの７段階から８段階に変更しました。これにより第４段階! にあたる方は、これま

での基準額1.0から0.9の負担に軽減となります。

平成24～26年度の介護保険料

月平均額年　額
段階別
掛　率

対　　　　　象　　　　　者所得段階

2,400円28,800円0.5
◎生活保護を受給している方
◎世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている方

第 １ 段 階

2,400円28,800円0.5
◎世帯全員が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

第 ２ 段 階

3,600円43,200円0.75◎世帯全員が住民税非課税で、第１段階・第２段階に該当しない方第 ３ 段 階

4,320円51,840円0.9
◎世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

第４段階①

4,800円
（基準額）

57,600円1.0
◎世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円を超えている方

第４段階②

6,000円72,000円1.25◎本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未満の方第 ５ 段 階

7,200円86,400円1.5◎本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上500万円未満の方第 ６ 段 階

8,400円100,800円1.75◎本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上の方第 ７ 段 階

問い合わせ先：住民課 福祉係　�33－5123

○居宅サービスの利用限度額
利用限度額額（１ヶ月）要介護度

49,700円要支援１
104,000円要支援２
165,800円要介護１
194,800円要介護２
267,500円要介護３
306,000円要介護４
358,300円要介護５

●喬木村の総人口は年々減少していますが、介護保険被保険者数は横ばいから微増していくと見
込まれます。また、認定者は増加傾向にあり給付費も増加すると見込まれます。 
●平成21年度から23年度までの3年間では給付費総額17億6,500万円の内、20％の3億5,300万円を
65歳以上の方で負担していただいておりましたが、制度が変わり平成24年度から3年間で必要
となる給付費総額19億4,300万円の内、21％の4億800万円を負担していただくことになります。
●村や県の基金を取り崩す等して保険料の上昇を可能な限り抑制いたしましたが、介護保険事業
を運営するために保険料を増額改定させていただきました。 
●皆様にはご負担となりますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

被保険者数 総人口 給付費 認定者数 

2,400 

2,300 

2,200 

2,100 

2,000 

1,900 

1,800

410 

390 

370 

350 

330 

310 

290

7,500 

7,000 

6,500 

6,000 

5,500 

5,000

750,000 

700,000 

650,000 

600,000 

550,000 

500,000

総人口・被保険者数の推移と推計 認定者数・給付費の推移と推計 （千円） 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H21 H22 H23 H24 H25 H26

※被保険者…65歳以上の方 ※認定者…要介護認定を受けている方　※給付費…介護サービスに係る自己負担以外の金額 
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後期高齢者医療制度のお知らせです 

38,239円 7.29％ 

問い合わせ先：長野県後期高齢者医療広域連合　�026－229－5320／住民課 保険係  �33－5125
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オール電化
 
アレルギー

食対応 

　昭和５０年に開設された旧調理場が、

老朽化に加え、食中毒防止等の改正さ

れた衛生管理の基準を満たせないため、

この度移転改築のはこびとなりました。

　地域の景観になじむよう蔵をモチー

フにしており、見た目そのままにシン

プルかつ頑丈で堅牢な構造となってお

ります。

　震災時いち早く復旧する電気を活用したオー

ル電化方式を採用しており、熱源を必要とす

る方式に比べ、室温・湿度等施設管理がしや

すく、雑菌の繁殖を抑えるよう設計してあり

ます。

　従来より課題としていた、アレルギーをも

つ児童への対応食も、専用の調理室、専任の

栄養士を採用することで解決し、すべての児

童へ安心・安全な給食を提供する環境が整い

ました。

　太陽光パネル、エコキュート、ハイブリッド運搬車および水にかわる生ゴミ処理機等、

最新の技術を用いてエコで環境にやさしい調理場となりました。
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村発注工事請負契約（１月～３月）
請負業者名契約日契約金額契約方法事業カ所事　　　業　　　名番号

大 平 建 設 ㈱H24.1.202,572,500指名競争入札喬木村　帰牛原中原平成２３年度　村単　　特 環 管 路 埋 設 工 事37

原 木 材 建 設 ㈲H24.1.3010,500,000指名競争入札喬木村１５４８番地平成２３年度　喬木村学校共同調理場既存施設改修工事（第１期）38

土屋電気工事㈱H24.2 .623,100,000指名競争入札喬木村１５５２番地２平成２３年度　喬木村学校共同調理場太陽光発電設備工事39

㈲吉川建設工業H24.2.241,942,500指名競争入札
喬木村村道106号線
阿島北

平成２３年度　村単　　通 学 路 関 連 工 事40

野 島 建 設 ㈱H24.2.241,470,000指名競争入札喬木村　伊久間平成２３年度　村単　　公 共 桝 設 置 工 事41

㈱日立国際電気
長 野 営 業 所

H24.3.30244,650,000指名競争入札喬木村一円平成２３年度　喬木村デジタル防災行政無線移動系設備設置工事42
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日　
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五
月
三
日（
祝
）

　

午
前
一
〇
時
か
ら

○
集
合
場
所
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子

河本江平
ふるさと振興課
振興係

初
心
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
も

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。佐々木宏美

教育委員会
子ども教育係

子
育
て
中
の
ご
家
庭
を
支
え

て
い
き
た
い
で
す
。

小金澤侑矢
住民課
福祉係

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
、
日
々
頑
張
り
ま
す
。

塩澤美夏
住民課
包括支援係

安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
様

お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

池田大靖
建設課
水道係

安
全
な
水
道
水
の
た
め
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す

唐澤由佳
北保育園
保育士

明
る
い
笑
顔
で
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
！

城取正幸
（県交流職員）

企画財政課
企画財政係

自
宅
は
伊
那
市
で
す
。

苺
と
ゴ
ル
フ
が
好
き
で
す
。
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●５ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
　次の各会場で行います。どなたでも気軽
にご参加いただけますので、是非お越し下
さい。

 問い合せ先  　役場 住民課包括支援係　�33-1120

広報たかぎ 

5
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

五
月
一
二
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

開催時間開  催  日会　　　場対  象  地  区

午前１０時　5/2、5/16
北コミュニティ
消 防 セ ン タ ー

北

午後１時半5/18第 一 公 民 館　郭　・寺の前

午後１時半5/7、5/21帰 牛 原 公 民 館帰牛原・加々須

午前１０時　5/9、5/23阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時　5/7、5/21南 農 事 集 会 所南

午後１時半5/14、5/28福 祉 セ ン タ ー
馬　場・両　平
伊久間

午後１時半5/11、5/25上平集落センター上　平

午後１時半5/2、5/16田上川消防センター田上川

午前１０時　5/14、5/28富 田 陶 芸 館
富　田・大和知
氏　乗

午後１時半5/9、5/23大 島 公 民 館大　島

　

担
当：

林　

田

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

平
成　

年
度 
農
振
除
外
申
請
等

２４

の
受
付
時
期
の
変
更

　

毎
年
、
農
振
除
外
申
請
等
に
つ

い
て
は
六
月
と
一
二
月
の
年
二
回

受
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総

合
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

五
月
（
年
一
回
）
に
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

◆
平
成
二
四
年
度
に
限
り
、
申
請
受
付
時

期
を
年
一
回
（
平
成
二
四
年
五
月
）

　

申
請
書
等
の
提
出
期
限

　

平
成
二
四
年
五
月
一
五
日
（
火
）

◆
受
付
を
休
止
す
る
申
出

　

①
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更
申
出（
農
振
除
外
）

　

②
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
軽
微
変
更
申
出

○
問
い
合
せ
先

　

ふ
る
さ
と
振
興
課　

振
興
係

　

�　

－

5
1
2
6

３３
○その他健康体操教室

　夜間の開催となります。どなたでもご参加いただけます。
　日中の体操教室に参加できにくい方は、この機会に是非
ご参加下さい。

開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター５月１２日（土）

松
く
い
虫
伐
倒
く
ん
蒸
処
理

に
つ
い
て
の
お
願
い

　

松
く
い
虫
被
害
の
予
防
と
防
除

を
目
的
と
し
た
伐
倒
駆
除
を
、
４
月

半
ば
か
ら
六
月
末
日
ま
で
の
予
定

で
実
施
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
は
「
森
林
病
害
虫
等
防

除
法
」
に
定
め
ら
れ
る
病
害
虫
で
あ

り
、
地
権
者
や
隣
接
者
等
の
承
諾
な

し
に
土
地
に
立
ち
入
り
処
理
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
被
害
の
撲
滅

と
松
の
緑
を
守
る
た
め
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

ふ
る
さ
と
振
興
課　

振
興
係

　

�　

－

5
1
2
6

３３

平成２４年度前期
定例行政相談日

　「行政相談」とは、皆さ

んから、国の役所や独立

行政法人及び特殊法人が

行っている仕事に関する

苦情や意見・要望をお聞

きして、その解決や実現

を図るものです。

○会場　福祉センター

○時間　午前１０時～１２時

○期日　５月８日（火）

　　　　６月７日（木）

　　　　７月９日（月）

　　　　８月７日（火）

　　　　９月７日（金）

　　　　１０月１９日（金）

村 税 等 納 期 一 覧

その他　介護保険料・後期高齢保険料・水道使用料・下水道使用料・農集排使用料・コミプラ使用料　等

�村税を口座振替されている方は振替日に引き落としいたします。新たに口座振替を希望される場合は、
役場税務係にて振替の手続きをして下さい。

�振替金額については、各税目の第１期（国保税については１、４期）に送付する納税通知書をご覧下さ
い。

�定期振替日に引き落としできない場合は翌月７日（休日の場合は翌日）に再振替を行い、なお引き落と
しできない場合は督促状を送付いたします。

令書振　替　日納　期　限税　　　目納期年度

４月１６日平成２４年４月２５日平成２４年５月１日

国
民
健
康
保
険
税

１期軽自動車税１期４月

平
成　

年
度

２４

５月１６日平成２４年５月２５日平成２４年５月３１日２期固定資産税１期５月

６月１８日平成２４年６月２５日平成２４年７月２日３期県 村 民 税１期６月

７月１７日平成２４年７月２５日平成２４年７月３１日４期固定資産税２期７月

８月１７日平成２４年８月２７日平成２４年８月３１日５期県 村 民 税２期８月

９月１８日平成２４年９月２５日平成２４年１０月１日６期９月

１０月１６日平成２４年１０月２５日平成２４年１０月３１日７期県 村 民 税３期１０月

１１月１６日平成２４年１１月２６日平成２４年１１月３０日８期１１月

１２月１４日平成２４年１２月２５日平成２４年１２月２５日９期固定資産税３期１２月

１月１６日平成２５年１月２５日平成２５年１月３１日１０期県 村 民 税４期１月

２月１５日平成２５年２月２５日平成２５年２月２８日１１期固定資産税４期２月

３月１８日平成２５年３月２５日平成２５年４月１日１２期３月
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平
成　

年
3
月
新
規

２５

大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
等

卒
業
予
定
者
及
び
3
年
以
内

既
卒
者
を
対
象
と
し
た

就
職
面
接
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

来
春
、
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

等
卒
業
予
定
の
学
生
及
び
三
年
以

内
既
卒
者
を
対
象
に
、
就
職
面
接

会
『
ふ
る
里
就
職
の
集
い
2
0
1

3
』
を
開
催
し
ま
す
。

○
期　

日

　

平
成
二
四
年
五
月
一
八
日（
金
）

○
時　

間

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

○
場　

所

　

シ
ル
ク
プ
ラ
ザ

　

飯
田
市
育
良
町
一－

七

　

�　

－

１
１
１
０

２８

○
問
い
合
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　

（
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
）

　

�　

－

8
6
0
9

２４

　

田
本
平
に
お
住
ま
い
の
佐
藤
貞

雄
さ
ん
が
、長
年
村
議
会
議
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、平

成
二
四
年
三
月
一
日
付
で「
旭
日

単
光
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
貞
雄
さ
ん
が

「
旭
日
単
光
章
」を
受
章
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椋鳩十記念館・記念図書館　TEL33－4569 FAX33－4599

第80号 

　「喬木村総合振興計画」に基づいて、椋鳩十作『のうさぎのおかあさん』が発

刊されました。これは、昭和62年６月初版の作品で、椋先生最後の作品です。同

年他社から出版されましたが、絶版ですので今回新たな装丁です。絵は、飯田

市在住の画家小林葉子さんによります。

四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

�
絵
本
の
会 

４
月　

日（
金
）

２０

 

５
月　

日（
金
）

１８

�
お
楽
し
み
会 

４
月　

日（
土
）

２８

 

５
月　

日（
土
）

１２

�
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

 

４
月　

日（
水
）七
ヶ
月
児

２５

 

５
月
９
日（
水
）一
歳
児　

�
お
は
な
し
の
へ
や

 

４
月　

日（
水
）

２５

 

５
月
９
日（
水
）

 

５
月　

日（
水
）

２３

�
蔵
書
整
理
休
館

 

５
月
８
日（
火
）

椋鳩十の絵本第一号　

　『のうさぎのおかあさん』発刊！

　

四
月
よ
り
館
長
と
し
て
お
世
話

に
な
り
ま
す
大
原
文
男
と
申
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
記
念
館
・
図
書

館
が
二
〇
周
年
の
記
念
の
年
を
迎

え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、魅
力
あ
る
記
念
館
・

図
書
館
づ
く
り
に
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
ににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ラララララララララララララララララララララ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

四
月

　

座
光
寺
厚　

絵
画
展

五
月

　

松
尾
隆
康 　

仏
画
展

　
　

5
月
1
日
〜
5
月　

日
13

五
月
十
五
日
か
ら

　

小
林
葉
子　

作
品
展

努
力
を
つ
な
げ
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
か
疑
問
で
す
が
、
長
い
間
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ

き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
 

（
久
保
田　

毅
）

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
の
お
か
げ
で
、
図
書
館
は
本
を

通
し
て
楽
し
い
時
間
・
楽
し
い
気

持
ち
を
共
用
す
る
場
所
だ
と
実
感

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
 

（
五
味　

民
代
）

職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ががががががががががががががががががががが
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ししししししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

創
立
当
時
の
皆
様
方
の
熱
意
や

椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋
先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲
載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載
ののののののののののののののののののののの
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版

で
始
ま
り
ま
す
。
彦
穂
少
年
や
ハ

イ
ジ
、
し
び
れ
る
よ
う
な
感
動
を

覚
え
た
夕
や
け
な
ど
も
出
て
き
ま

す
。
さ
あ
「
椋
先
生
の
こ
と
ば
」

は
何
で
し
ょ
う
か
。

『
元
気
が
で
る

　

日
本
人
１
０
０
人
の
こ
と
ば
』

　

ポ
プ
ラ
社

　

「
こ
と
ば
は
人
に
元
気
や
勇
気

を
与
え
る
魔
法
の
道
具
で
す
。・・・
」

話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題
ののののののののののののののののののののの
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
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喬木第二小学校 

No.140

２月・３月（入学式まで）のページ

第一小学校の６年生が第二小学校に来てくださり、一緒にレクを楽しんだり給

食を食べたりして交流を行いました。今頃は仲よし同級生ですね。

４月から同じクラスだね

銀嶺太鼓のバチと緑の少年団の団旗が６年生から５年生へ受け継がれました。

この日以降も６年生は後輩たちに打ち方を教え続けてくれました。

受け継ぐ伝統

５年生から６人が立候補して行われた児童会選挙でした。「楽しい」「明るい」「優しい」「コツコツ」「健康」「寂しい人をなく

す」・・・来年度の第二小をどんな学校にしたいか、みんなで考えることができました。

児童会選挙

「寂しい気持ちを忘れてしまうくらい楽しい会にしよう。」

とみんなが６年生のために様々な発表を行いました。

６年生を送る会

おめでとうの気持ちとちょっと寂しい気持ちで

６年生を見送りました。

卒業式

６人の新１年生が入学しました。

お兄さんお姉さんたちと早く仲よ

くなって、第二小学校の楽しさを

いっぱい教えてもらいましょう。

入学式
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今月のテーマ

平成24年度

各種検診の日程について

各種検診の申込みをお願いします

★各種検診申込書は地区の衛生委員よりお配りしています。

　申込書の提出期限は４月25日です。地区の衛生委員 または 住民課健康推進係まで提出下さい。

　※転入等でお手元に申込書がない場合は、ご連絡ください。

対　　象　　者個人負担金会　　場受付時間期　　日検　診　名

◎４０歳～７４歳　国保被保険者基　本 ２,０００円
心電図 ３００円
眼　底 ２００円
前立腺 １,６８０円

喬木村福祉センター
午前８：３０～

午後３：３０

９月１０日(月)

特 定 健 診

健　

康　

診　

断

９月１１日(火)

９月１２日(水)

９月１３日(木)

◎３９歳以下の者、後期高齢者
※消防団員配偶者の方は基本１,０００円

９月２０日(木)
基 本 健 診

９月２１日(金)

◎３０歳以上の希望者
胃のみ ８００円
大腸のみ ４００円
両方受診 １,２００円

第二公民館（富田）

午前７：００～

午前８：３０

７月３０日(月)

胃・大腸がん検診

第一公民館（　郭　）７月３１日(火)

喬木村福祉センター

８月１日(水)

＊大腸がん検診推進対象者
　４０・４５・５０・５５・６０歳

がん検診推進対象者
 無料

８月２日(木)

８月３日(金)

◎３０歳～４９歳の希望者

◎７０歳以上の希望者
 ８００円喬木村福祉センター

午前９：００～

午後２：３０

６月８日(金)

乳 房 検 診
（エコー）

６月１１日(月)

６月１２日(火)

６月１３日(水)

６月１４日(木)

６月１５日(金)

◎５０歳～６８歳で偶数年の希望者 １,２００円

喬木村福祉センター
午前９：００～

午後２：３０

６月２０日(水)

マンモグラフィー
（レントゲン検査）

６月２２日(金)

＊乳房がん検診推進対象者
　４０・４５・５０・５５・６０歳

がん検診推進対象者
 無料

６月２５日(月)

６月２９日(金)

◎４０歳以上の者

★１日のタバコ本数×喫煙年数＝４００以上の方

 ３００円

★喀痰検査 ５００円
村 内 各 所

午前９：００～

午後４：００

８月６日(月)

肺がん・結核検診
（胸部レントゲン）

８月７日(火)

８月８日(水)

１０月１２日(金)

◎２０歳以上で偶数年令の希望者 １,５００円

個別検診：村指定の医療機関

７月～１２月　

子 宮 が ん 検 診 ＊子宮がん検診推進対象者
　２０・２５・３０・３５・４０歳

がん検診推進対象者
 無料

７月～３月末

特定 健 診 に つ い て

◆血液検査が主になり脳卒中、心臓病、慢性腎臓病など、命に係わり重い後遺症が残る病気の予防を目的とし

た重要な健診です。

◆平成20年度より40～74歳の方は健康診査が義務化されました。喬木村では国保被保険者の方が対象となり

ます。該当する方は、申込書に健診をどこで受けるか印を必ずつけてください。

◆村の集団健診を受けない場合は下記の方法で受診してください。

　①医療機関で個別健診を受ける（自己負担3,000円）

　②人間ドックを受ける（補助があります）

　③職場健診結果、または、かかりつけ医の検査結果の提出をお願いします。

◆平成23年度の健診結果を村に提出していない方は、６月末までに提出ください。
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社協だより 

社会福祉法人 喬木村社会福祉協議会 電話33－4567／fax 33－4619

5 月 の お 知 ら せ 

＊心配ごと相談　７日　午前10時～ 
福祉センター（民生児童委員・行政相談員） 

収集ボランティア活動にご協力をお願いします
　子どもからお年寄りの方まで気軽に参加できるボランティア活動が「収集ボランティア」です。何

気なく捨ててしまっていたものが、発展途上国の救援活動資金や、ボランティア団体の活動資金にな

ります。ボランティア活動に対して、「大変そうだ」「忙しくて時間がとれない」と敬遠される方もい

ますが、そんな方には場所も時間も選ばず手軽に始められます。

（集める物）

みずほ教育福祉財団
「老後を豊かにするボランティア活動資金」

【目　的】

　この助成金は、地域に根ざした高齢者のため

のボランティア活動を奨励するための助成金で

す。

【対象となるグループ】

　①ボランティア数１０人～５０人程度

　②結成以来の活動実績２年以上

【対象となる活動】

　①地域の活動で内容が先駆的かつ他の範とな

るもの

　②今日のニーズに対応した内容で継続性の高

いもの

　③活動の方法に工夫がみられ、他に普及した

いもの

【対象となる具体的な活動内容・使途項目等】

　ボランティア活動に直接使用する用具・機器

類の購入に限定（除く材料費）

【助成金額】１グループにつき１０万円を限度

【締め切り】平成２４年５月３１日（木）

【問い合せ】喬木村社協（�33-4567）

ボランティア活動保険に
加入しましょう

　ボランティア活動中のさまざまな事故によ

るケガや損害賠償責任を補償します。

　いざと言う時の備えとして早めの加入をお

すすめします。

【掛け金】

　基本タイプ　２８０円

【補償内容】

　活動中や活動先へ行くまでの事故への補償

や、他人にケガをさせてしまったり、他人の

物を壊してしまった場合に補償します

【補償期間】

　加入した翌日～平成25年3月末

【問い合わせ】

　喬木村社協（�33－4567）

回　収　方　法集める物目　　　　的

�小学校、中学校でも収集
�社協、喬木荘、さくらの園に回収ボックス
があります

ペットボトルの
キャップ

発展途上国の子どもたちへワクチンを届
けます

�社協窓口までお持ち下さい書き損じはがき聴導犬・介助犬育成のための活動資金

�社協窓口までお持ち下さい使用済切手
アジア・アフリカの保健医療活動を支え
る資金
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役場企画財政課 広報係

くりんネットたかぎ

ＴＥＬ 33－3666
ＦＡＸ 33－3669

くりんネット便り

No.50
平成24年５月１日
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くりんネットたかぎ ５月の自主番組

企画財政課・広報係

●5月11日（金）・12日（土）
　「土に生きる」
　喬木村農業委員会から

　　　　会長代理　原一夫さん

村農業委員会からお送りしています。

村農業の状況や委員会の活動など。５

月は原会長代理のお話です。どうぞお

聞きください。

●5月21日（月）・22日（火）
「マイクで散歩特別編
　～役場職員にインタビュー～」

　《新入職員編》

くりんネット番組企画委員会の企画で

始まった新シリーズ、役場職員へのイ

ンタビューをお送りしています。

５月、６月は、この春職員となったフレッ

シュマンの声をお届けします。

●5月30日（水）・31（木）
「青い風にのせて」
喬木中学校放送委員会の皆さんがいつ

も中学校のその時々の旬の話題を自分

たちで取材、編集して届けてくれています

おおむね毎月月末にお送りしていきま

す。おたのしみに。

ゴールデンウイーク中に
放送する原稿のある方へ

4月28日（土）～5月7日（月）に、くりん

ネットで放送する原稿のある方は、

4月25日（水） までにお申込みください。

○お申込み先は下記の電話・FAX番号

までお願いします。

○郵送の場合は、喬木村役場・広報係に

お送りください。

放送時間、料金等くわしいことつきまし

ては、お電話でお問い合わせください。

～5月の番組から～

日土金木水火月

昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時

654321

○普及センター便り
下伊那農業改良普及センター

○村の窓口
環境美化運動実施と
　村の自然と緑を守る

役場ふるさと振興課

13121110987

○土に生きる
喬木村農業委員会から

会長代理　原　一夫さん

○暮らしの便り
ＪＡ組合員課から

○広域消防
飯田広域消防本部から

20191817161514

○公民館便り
チャレンジデー２０１２が

　行なわれます！

○マイク文芸（短歌）
短歌の鑑賞

福澤亀人さん

○１１９番火の用心
喬木村消防団から

第一分団長　松澤祐忠さん

27262524232221

○商工会便り
通常総会を終えて

商工会長

○記念館図書館便り
椋鳩十記念館図書館の話題から

○役場職員インタビュー
新入職員　（その１）

31302928

○青い風にのせて
喬木中学校の話題から

放送委員会

○マイク文芸（俳句）
俳句寸評

吉川照子さん

村のテレビ「いちごch」のコーナー
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これからの放送予定（主なもの）・・・・・お楽しみに！

4月２８日（土）～５月６日（日）は 再放送 

１月～４月に放送した「週刊たかぎニュース」を再放送いたします。放送時間は通常

どおり。（９時、１０時、１２時、１５時、１９時、２０時、２１時）ご家族皆さんでご覧下さい！

5月　

�くりんそう祭り　　　�ポピー祭り　　　�村内の花の様子

・・・等々を予定しています

�
週間たかぎニュースをテレビ画
面いっぱいの大きさで見たい �

テレビのリモコンのｄボタンを
を画面に向けて押してください

この画面を大きくしたい？

リ
モ
コ
ン
に
よ
っ
て
ｄ
ボ
タ

ン
の
位
置
が
違
い
ま
す
。

○ｄ
 

を
探
し
て
押
し
て
く
だ
さ

い
。




